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資料１

奈良市子ども未来部子ども政策課
平成２６年８月８日

教育・保育の量の見込みと確保方策の検討について



（１）教育・保育の量の見込みの補正の考え方について （２）確保方策の基本的な考え方について

　１．教育・保育の量の見込みと確保方策の考え方について 1

・今後、３号認定（０～２歳）の量の見込みを精査するほか、市立・民間保育所の既存
施設の利用定員（認可定員とは異なる）を設定することで、量の見込みとの差を精査す
る。

・具体的な確保方策については、その利用定員の設定を踏まえた上で、今後お示しして
いくこととなる。

・次ページ以降でお示ししている量の見込みは、今回も国の手引きどおりの数値。

・３号認定（保育所・認定こども園、地域型保育事業）の量の見込みのうち、特に０
歳児については、国の手引きによる算出方法では、育児休業の取得状況が反映されな
いため、全国的に現状よりも高い水準で算定されており、国において育児休業の実態
等を調査し、より実態に近い量の見込みを算出するための方法が検討され、提示され
た。

・その他異なる補正の方法として、現在の利用状況と著しく乖離しているエリアにつ
いては、ニーズ調査において「教育・保育の施設を利用する必要がない」と回答して
おり、かつ「子どもが小さいため（　）歳くらいになったら利用」と回答している割
合を除く方法も検討することとする。

・また、３号認定の共通事項として、計画の最終年度である平成３１年度に向けて潜
在的な需要が徐々に顕在化するものとして、平成３１年度の量の見込みに対して平成
２７年度から徐々に量の見込みが増加するように補正する。

・なお、エリアによっては、現状で定員を満たさず、待機児童も発生していないにも
関わらず、量の見込みが過大となっているため、エリア個別の補正を検討する必要が
ある。

①１号認定・２号認定（３～５歳）について

・１号認定（幼稚園・認定こども園）及び２号認定（幼稚園）、２号認定（保育所、
認定こども園）の量の見込みについては、以前からお示ししていたとおり、３つの区
分の利用率を合計しても１００％にはならない。

・よって、３区分の利用率の合計が１００％となるように按分・加算する。

②３号認定（０～２歳）について

・保育所の待機児童解消については、本市においても喫緊の課題として位置づけてお
り、これまでも民間保育所の新設・増築等により、その受入数を増やしてきた。保育需
要については今後も増加していくものと考えている。

・しかし、３歳以上については量の見込みのとおり、減少していくことが想定されるこ
とから、従来どおり全年齢対象の施設を新設していくと、将来的に保育施設の供給が過
剰となる恐れがある。

・よって、既存の施設からの認定こども園への移行のほか、特に０～２歳の３号認定の
量の見込みについては、小規模保育事業をはじめとする地域型保育事業を活用すること
で、ピンポイントに対応していく必要がある。

・なお、整備目標の年度について国の方針では、平成３１年度を待たず、「待機児童解
消加速化プラン」の目標年度である平成２９年度末までに、量の見込みに対応する供給
量を整備することとされている。

・その他本市特有の事情としては、「奈良市幼保再編実施計画」に基づき、平成２９年
度までを計画期間として、市立幼稚園及び市立保育所を統合・再編することにより、幼
保連携型認定こども園の設置に向けた取り組みを進めている。そのため、平成２９年を
目安として量の見込みの見直しを検討するものとする。

（３）今後の作業と課題について



【位置図】 【推計児童数】 【幼稚園・保育所の現在の利用状況】
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【位置図】 【推計児童数】 【幼稚園・保育所の現在の利用状況】

【幼稚園・保育所の配置状況】

【子ども・子育て支援事業計画における教育・保育の量の見込み（案）】
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【位置図】 【推計児童数】 【幼稚園・保育所の現在の利用状況】

【幼稚園・保育所の配置状況】

【子ども・子育て支援事業計画における教育・保育の量の見込み（案）】
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②定員のうち、認定区分ごとの定員は仮設定の数値。幼稚園については35人×学級数、保育所については、
　3号：2号＝4：６を基本パターンと仮定して、現状の入所状況を勘案して仮設定している。
③（認）は認定こども園。
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【位置図】 【推計児童数】 【幼稚園・保育所の現在の利用状況】

【幼稚園・保育所の配置状況】

【子ども・子育て支援事業計画における教育・保育の量の見込み（案）】
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保育所 292 438 292 438

合計 292 438 280 292 438 280

②－① 80 138 26 92 151 37

292 438 280

備　　考

①幼稚園は平成26年5月1日時点、保育所は平成26年3月1日時点の数値。
②定員のうち、認定区分ごとの定員は仮設定の数値。幼稚園については35人×学級数、保育所については、
　3号：2号＝4：６を基本パターンと仮定して、現状の入所状況を勘案して仮設定している。
③休園中の施設は除く。

140 567 56.1%1,010

16 116

292 438 0

64 96

0 0 280

100 150

64 96

70

64 96

70

70

70

53 71 79 95 129

35.0%

84 64.2%469

98

730 53 71 79 95 87

72.5%

280 0 0 0 0 42 56

160 10 23 21 25 21

48.4%

160 15 19 28 30 27 28 147 91.9%

85 53.1%

25 121250 16 16 18 20 26

2 9 12.9%

160 12 13 12 20 13 15

70 7

41.4%

70 19 28 47 67.1%

13 18.6%

70 13 16 29

3 10

❹ 公 帯解保

エリア合計

幼稚園小計（4園）

保育所小計（4園）

幼保合計（8園）

❷ 公 高円保

❸ 公 辰市保

明治幼

④ 公 帯解幼

❶ 公 都南保

③ 公

1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

都南

① 公 東市幼

②

在園児数

充足率
３号 ２号・１号

合計
３号 ２号 １号 合計 0歳

マップ 公私 施設名

仮定員

公 辰市幼
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【位置図】 【推計児童数】 【幼稚園・保育所の現在の利用状況】

【幼稚園・保育所の配置状況】

【子ども・子育て支援事業計画における教育・保育の量の見込み（案）】

H27 H28 H29 H30 H31

0歳 83 81 79 78 77

1歳 84 84 83 81 81

2歳 86 84 84 83 81

3歳 86 86 84 84 83

4歳 88 86 86 85 84

5歳 91 88 86 86 85

合計 518 509 502 497 491

平成27年度 平成31年度

3号 2号

1号

3号 2号

1号
0歳 1・2歳

幼稚園
以外

幼稚
園

0歳 1・2歳
幼稚園
以外

幼稚
園

①
ニ
ー

ズ

国
122 166

99
114

39 83 161 5

159
93

36 78 153 6

合計 122 161 104 114 153 99

②
現
状

幼稚園 170 170

保育所 74 226 74 226

合計 74 226 170 74 226 170

②－① ▲ 48 65 66 ▲ 40 73 71

170 12

225

470

134

140 0 8

740

保育所小計（4園）

36 23345 54 74

4574

74 12

0

36

3

29

7149330 12 12 36

3 7

70

55

柳生

月ヶ瀬 ❸ 月ヶ瀬保

24

5

5

田原

❷

② 田原幼 70 53

0

❶ 布目保 60 1 30

柳生保 50 0 25

興東 ① 大柳生幼 70 370

仮定員

1歳合計

5

11

２号

2

2歳 3歳

760 0

19 25

1

43

5

2

7 7

2

8

都祁 ❹ （認）都祁保

30

幼稚園小計（2園）

幼保合計（6園）

エリア合計

公

226

140

50.0%

68.2%

226 49.6%

①幼稚園は平成26年5月1日時点、保育所は平成26年3月1日時点の数値。都祁は短時間利用児18人も含む。
②定員のうち、認定区分ごとの定員は仮設定の数値。幼稚園については35人×学級数、保育所については、
　3号：2号＝4：６を基本パターンと仮定して、現状の入所状況を勘案して仮設定している。
③（認）は認定こども園。休園中の施設は除く。

備　　考

3 8

30

公 60.0%

83.8%

5.7%

90

0 0

11160

0 0

4歳

充足率

50.0%

公

公 45

5 10

7.1%

合計
5歳

公私

7

4.3%

公 36

公
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資料2

地域子ども・子育て支援事業の
量の見込みと確保方策について

※本資料に記載のデータは検討用の数値で
あり、確定された数値ではありません

奈良市子ども未来部子ども政策課
平成２６年８月８日
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（２）今後の作業

　　「量の見込み」の精査が必要な事業については、引き続き精査を行い、具体的な確
　　保方策を検討するものとする。

④地域子育て支援拠点事業 ・・・　　９

Ⅱ．全市を１つの提供区域として設定する事業

①病児・病後児保育事業

　確保方策の検討にあたっての視点と今後の作業について
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Ⅰ．提供区域ごとに設定する事業について
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■「手引き」に基づく時間外保育事業の量の見込み（案）

■「補正後」の時間外保育事業の量の見込み（案）

①対象年齢…０歳～就学前
②対象潜在家庭類型…Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｅ
③利用意向率
　　保育施設の定期的な利用を希望しており、かつ、現在利用している施設の
　　利用終了希望時刻が「１８時以降」と記載している人の割合

31年度

2,102 2,193 2,284 2,375 2,466

29年度 30年度

2,102 2,193

（４）直近の実績

・時間外保育事業（延長保育事業）については、本市では民間保育所のみで実施してお
　り、引き続き取り組むほか、現在試行中である公立保育所における延長保育を本格実
　施できるよう取り組むことで、量の見込みを確保していくことを基本とする。

2,529

31年度

（２）国の手引きに基づく量の見込みの算定

2,5612,595

27年度 28年度

2,466

29年度

28年度27年度

実人数

実人数

（３）補正後の量の見込み（案）

・平成３１年度の量の見込みを固定し、平均的に増加するように現状からの増加量を
　按分する。

30年度

2,500

  ①時間外保育事業（延長保育事業）

（１）使用するデータ

（５）確保方策の考え方

①平成24年度　…　民間保育所22園、1,762人
②平成25年度　…　民間保育所23園、2,011人
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■「手引き」に基づく放課後児童健全育成事業の量の見込み（案）

■「補正後」の放課後児童健全育成事業の量の見込み（案）

2,465

（２）国の手引きに基づく量の見込みの算定

①対象年齢…小学校低学年、高学年
②対象潜在家庭類型…Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｅ
③利用意向率
　　放課後の時間に過ごさせたい場所でバンビーホームと回答している割合

（３）補正後の量の見込み（案）

1,572 1,550

①平成３１年度の量の見込みを固定し、平均的に増加するように現状からの増加量を
　按分する。
②高学年の量の見込みについては、本市では従来より６年生まで受入れしているもの
　の、ニーズ調査の結果だけではなく、実際の利用状況からしても、高学年になると
　利用希望が減少している。よって、各年度の低学年の登録者数に対する高学年の登
　録者数の比率を算出し、平成２６年度の割合（３２％）を計画期間中の各年度の低
　学年の数値に反映させる。

27年度 28年度 29年度 30年度

2,308 2,357 2,4072,210 2,259

754 770707 738722

1,563

30年度

2,4442,525

（１）使用するデータ

31年度

高学年

低学年

2,527

31年度

1,600 1,548

27年度 28年度 29年度

2,407

高学年

低学年

 ②放課後児童健全育成事業（バンビーホーム）

27年度
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■直近5年間の登録者数（各年度5月1日時点）の推移

・放課後児童健全育成事業については、本市では既にほぼ全ての小学校区に設置してい
　るほか、対象学年についても小学校６年生まで対象としている。
・量の見込みに対する確保方策については、小学校の余裕教室の活用なども視野に入れ
　ながら、バンビーホーム施設の老朽度及び子どもの人数に対する施設の狭さによって
　優先順位をつけて、計画的に整備を進めているところである。

（５）確保方策の考え方

24年度

高／低高／低

2,161

691高学年 ↘

1,972

25年度

低学年

人数

22年度 26年度

742

2,026 2,025

714 ↘

2,032

704

人数

23年度

高／低

35.2%

↘ ↘

人数 高／低 人数 高／低

35.3%

人数

32.0%34.6%36.6%

695

（４）直近の実績
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■幼稚園における１号認定の預かり保育

■幼稚園における２号認定の預かり保育

■１号認定及び２号認定ともに共通
■「手引き」に基づく一時預かり事業（幼稚園型）の量の見込み（案）

（１）使用するデータ

 ③一時預かり事業（幼稚園型）

179,336 177,892 175,803

57,503 56,828

２号認定 124,523 121,366 120,389 118,975

・前回までにお示ししていたとおり、幼稚園における「１号認定の預かり保育」及び
　「２号認定の預かり保育」については、実際に利用する可能性が少ない要素を取り
　除くため、本市のニーズ調査において、「日頃、子どもをみてもらえる親族・知人
　がいる」かつ「その際に安心してみてもらえる」と回答した人の割合を控除する等
　の方法により、その数値を補正することとしているが、その他の方法も含めて今後
　も補正を継続して検討するものとする。

31年度

１号認定 59,478 58,580

28年度 29年度

184,001

122,644

①対象年齢…３歳～就学前
②対象潜在家庭類型…Ｃ'＋Ｄ＋Ｅ'＋Ｆ
③利用意向（割合×日数）
　　・割合：「利用意向①（１号認定）のうち、一時預かり事業等を利用する必要がある
　　　　　　と回答した人の割合」と「現在幼稚園を利用かつ、一時預かり事業等を利用
　　　　　　していると回答した人の割合」を掛け合わせたもの
　　・日数：一時預かり事業等を利用する必要があると回答した人の平均利用日数

事　業 27年度

①対象年齢…３歳～就学前
②対象潜在家庭類型…Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｅ
③利用意向（割合×日数）
　　・割合：利用意向の割合は１００％
　　　　　　（２号認定：就労家庭）が幼稚園を利用する＝必ず預かり保育を利用すると
　　　　　　　想定されるため）
　　・日数：２号認定のうち幼稚園利用を希望すると回答した人の就労日数

（２）国の手引きに基づく量の見込みの算定

181,224

57,970

30年度

（３）補正後の量の見込み（案）

合計

6



（このほか、認定こども園においても預かり保育を実施している）

・幼稚園型の一時預かりのうち、２号認定の量の見込みについては、あくまでも２号認
　定を持ちながら幼稚園を利用した場合のみ本事業の対象となるため、実際には認定こ
　ども園や認可保育所を利用する可能性があることに留意。

・幼稚園型の一時預かり事業については、現在では「預かり保育」として公立幼稚園で
　は９園（２５年度末）、私立幼稚園では全園で実施している。私立幼稚園については、
　平成２７年度以降についても、継続での実施や夏期等の長期休業中での実施を拡充し
　ていただくことにより、量の見込みに対応していく。公立幼稚園に関しても、継続し
　て実施するものとする。

・また、幼稚園以外でも認定こども園の１号認定子どもも対象となるため、今後の検討
　に当たっては、その実施施設・状況も踏まえるものとする。

（４）直近の実績

（５）確保方策の考え方

公立幼稚園

15園 37,709人

18園 34,053人 21園 48,232人

24年度 25年度

私立幼稚園

合計

3園 1,657人 6園 10,523人

15園 32,396人
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■「手引き」に基づく一時預かり事業（その他）の量の見込み（案）

（上記のほか、つどいの広場においても一時預かりを実施している：２か所）

（５）確保方策の考え方

・一時預かり事業（その他）については、本市では主に保育所での一時預かり事業がベ
　ースとなるが、定員ベースで考えると、平成２６年４月１日現在で約25,000人（年
　間250日開所の場合）の受入枠がある。具体的な確保方策については、今後お示しす
　る予定。
・ファミリー・サポート・センターについては、事業の周知と会員数の増加に取り組む
　ことを基本とする。

（３）補正後の量の見込み（案）

・前回までにお示ししていたとおり、当該事業は、既に保育施設を定期的に利用してい
　る人が同時並行で利用する可能性は少ないことから、家庭類型Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅについ
　ては、保育認定の対象となる人の割合を除くものとする等の方法により、その数値を
　補正することとしているが、今後も補正を継続して検討するものとする。

 ③一時預かり事業（その他）

（１）使用するデータ

（４）直近の実績

①対象年齢…０歳～就学前
②対象潜在家庭類型…全ての家庭類型
③利用意向（割合×日数）
　　・割合：一時預かり事業等を利用する必要があると回答している人の割合
　　・日数：上記回答者の平均利用日数

（２）国の手引きに基づく量の見込みの算定

193,499 190,989 188,489 186,204 183,502

31年度

延べ人数

27年度 28年度 29年度 30年度

24年度 25年度

保育所の
一時預かり

民間
8園

9,610人
民間
9園

9,285人

ファミリー・サ
ポート・センター

（就学前）

活動
件数

2,675件
活動
件数

2,229件
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■「手引き」に基づく地域子育て支援拠点事業の量の見込み（案）

■「補正後」の地域子育て支援拠点事業の量の見込み（案）

①平成24年度　…　45か所（うち28はスポット）、120,237人
②平成25年度　…　49か所（うち31はスポット）、125,056人
※各年度の実績は、センター・広場・スポットの年間親子利用者数の合計

延べ人数

（４）直近の実績

28年度

①対象年齢…０歳～２歳
②対象潜在家庭類型…全ての家庭類型
③利用意向（割合×日数）
　　・割合：当該事業を「利用している」と回答した人と「今後利用したい」
　　　　　　と回答した人の割合
　　・日数：当該事業を「利用している」と回答した人と「今後利用したい」、
　　　　　　「今後利用日数を増やしたい」と回答した人の年間平均利用回数

（２）国の手引きに基づく量の見込みの算定

27年度

378,032 373,582 368,127延べ人数 362,815 356,977

（３）補正後の量の見込み（案）

①家庭類型Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅについては、保育認定を受けない人の割合を利用意向に反
　映させた。また、利用希望日数についても、この事業は無料かつ利用制限のない事
　業であることから、実際の利用日数の平均を採用することとした。
②平成３１年度の量の見込みを固定し、平均的に増加するように現状からの増加量を
　按分する。

29年度 30年度 31年度

27年度 28年度 29年度

206,146173,710

（１）使用するデータ

189,928

30年度 31年度

141,274 157,492

 ④地域子育て支援拠点事業
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・地域子育て支援拠点事業については、国が定める事業のほかに本市では「子育てスポ
　ット」という事業も併せた形で補完・拡充に向けて取り組んでいるところである。

・上記に加えて、認定こども園における未就園児保育等も実施されていることからも、
　トータルで考えた上で内容を充実しつつ、利用者への周知を徹底することで、稼働率
　の向上は図ることを基本とする。

（５）確保方策の考え方
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Ⅱ．全市を１つの提供区域として設定する事業
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■「手引き」に基づく病児・病後児保育事業の量の見込み（案）

延べ人数

①対象年齢…０歳～就学前（制度上は１０歳未満まで）
②対象潜在家庭類型…Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｅ
③利用意向（割合×日数）
　　・割合：「父親または母親が休んだ」人のうち、「できれば当該事業を利
　　　　　　用したかった」と回答した人の割合と「病児・病後児保育」「フ
　　　　　　ァミリー・サポート・センター」「仕方なく子どもだけで留守番
　　　　　　させた」と回答した人の割合
　　・日数：上記回答に記載された日数の合計を、上記項目のいずれかに回答
　　　　　　した人数の合計で割った数

（２）国の手引きに基づく量の見込みの算定

（４）直近の実績

①平成24年度　…　病児1か所、延べ231人、病後児1か所、延べ195人
②平成25年度　…　病児2か所、延べ573人、病後児2か所、延べ181人

31年度

（５）確保方策の考え方

・病児・病後児事業については、本市では現在４か所で実施しているが、定員ベースで
　考えると、平成２６年４月１日現在で約4,500人（年間250日開所の場合）の受入枠
　があるため、利用実績と比較すると稼働率の向上に向けた取り組みが必要となる。

（１）使用するデータ

 ①病児・病後児保育事業

27年度 28年度 29年度 30年度

12,186 12,022 11,872 11,739 11,577

（３）補正後の量の見込み（案）

・前回までに示ししていたとおり、実際に利用する可能性が少ない要素を取り除くた
　め、本市のニーズ調査において、「日頃、子どもをみてもらえる親族・知人がいる
　」かつ「その際に安心してみてもらえる」と回答した人の割合を除く等の方法によ
　り、その数値を補正することとしているが、今後も補正を継続して検討するものと
　する。
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■「手引き」に基づくファミリー・サポート・センター事業（就学児）の量の見込み（案）

(※就学前児童の利用は、「国の手引き」では一時預かり事業の算定に含むこととされている）

（４）直近の実績

（５）確保方策の考え方

低学年 6,494

（１）使用するデータ

①平成24年度　…　低学年活動件数：延べ3,291件、高学年活動件数：延べ699件
②平成25年度　…　低学年活動件数：延べ3,037件、高学年活動件数：延べ1,041件

 ②就学後のファミリー・サポート・センター事業

・ファミリー・サポート・センターについては、事業の周知と会員数の増加に取り組む
　ことを基本とする。

①対象年齢…５歳児
②対象潜在家庭類型…全ての家庭類型
③利用意向（割合×日数）
　　・割合：放課後の時間に過ごさせたい場所で「ファミリー・サポート・セ
　　　　　　ンター」と回答している割合
　　・日数：上記回答に記載された利用日数の平均×５２週

（２）国の手引きに基づく量の見込みの算定

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

6,279 6,184

高学年 618 604 607 599 598

（３）補正後の量の見込み（案）

・今後も補正を継続して検討するものとする。

6,488 6,332
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■「手引き」に基づく子育て短期支援事業の量の見込み（案）

延べ人数

27年度 28年度 29年度 30年度

（３）直近の実績

①平成24年度　…　延べ291件
②平成25年度　…　延べ281件

①対象年齢…０歳～就学前（事業自体は１８歳未満まで対象）
②対象潜在家庭類型…全ての家庭類型
③利用意向（割合×日数）
　　保護者が泊りがけで子どもを家族以外の人にみてもらわなければならなか
　　った場合の対処として、「ショートステイを利用した」「子どもだけで留
　　守番をさせた」と回答した人の割合とその平均利用日数

31年度

121123

（４）確保方策の考え方

・子育て短期支援事業については、現在市内には対象施設はなく、他市の指定施設によ
　り量の見込みに対応していくこととする。

124126128

 ③子育て短期支援事業（ショートステイ）

（１）使用するデータ

（２）国の手引きに基づく量の見込みの算定
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⇒これらは、ーズ調査の結果によらず、出生数や妊娠の届出数等を勘案して設定す
る推計するとともに、現状の本市の実施体制で対応していくこととなる。

　※手引きに当該事業が記載されているものの、算出方法は示されておらず、「実施箇所
　　数」で設定することとされている。

（１）使用するデータ

 ④利用者支援事業

（２）量の見込みの算定と確保方策の考え方

 ⑤乳児家庭全戸訪問事業等

（１）乳児家庭全戸訪問事業

（２）養育支援訪問事業

（３）妊婦健康診査事業

　　利用者支援事業に対する本市の計画は検討中。
　　この事業は、地域の子育て支援拠点等の子育て中の親子に身近な場所で実施する形態
　と、市役所等の行政機関で実施する形態とで構成されており、「市役所での実施（１か
　所）」に加えて、地域での実施に向けた環境整備を来年度以降検討するという形を想定
　している。
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資料３ 



 

 

 

今後のスケジュールについて 

 

 

・８月８日（金） 事業計画策定部会（第６回） 

          →計画素案構成の方向性、スケジュールについて 

 

 

 

 ・９月末     事業計画策定部会（第７回） 

          →計画素案について 

 

 

 

 ・１０月後半   子ども・子育て会議全体会 

          →計画素案の承認 

 

 

 

 ・１１月中旬   パブリックコメント手続の実施 

   ～１２月中旬 

 

 

 ・～２月     事業計画策定部会（２回開催） 

          →パブリックコメントの結果と本市の考え方、計画（案）について 

 

 

 ・３月      計画の確定・公表 

 

【部会】 

 文書での照会もしくは 

臨時部会の開催 

【市内部】 

関係事業について、各 

担当課への照会 
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第 1章 事業計画の策定について 

１ 計画の趣旨・位置付け 

 

 

 

 

 

２ 計画の期間 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の対象 

 

 

 

 

 

 

４ 本市の他計画との関係   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

2 

第２章 奈良市の子ども・子育てを取り巻く現状と課題 

１ 子ども・子育て家庭を取り巻く環境 

（１）子育て家庭  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

①家族の状況の変化 

・ 

 

②子育てに対する保護者の不安感の変化 

・ 

 

 

（２）子ども  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

・ 

 

 

２ 次世代育成支援行動計画に基づくこれまでの実績 

 

 

 

 

 

 

３ 子ども・子育て支援新制度で求められる対応   
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第３章 事業計画の基本的な理念・方針について 

１ 計画の愛称 

 

『奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン』 

 

 

２ 計画の基本理念 

 

「すべての子どもが今を幸せに生き、夢と希望を持っ
て成長することができるまち なら」 

 

 

３ 計画の基本方針 

 

 

○子どもがいきいきと心豊かに育つまちづくり【子ども】 

 

 

○子どもを安心して生み育てられるまちづくり【子育て家庭】 

 

 

○地域全体で子どもと子育て家庭を見守るまちづくり【地域や社会】 
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第４章 奈良市の子ども・子育て支援のこれからの取組について 

 

１ 施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標】 

【基本目標】 

 
 
 

１ 子どもがいきい

きと心豊かに育

つまちづくり 

【基本理念】 

１ 子どもにとって大切な権利の保障 

２ 乳幼児の教育・保育の充実 

２ 地域における子育て支援の充実 

３ 子育ての相談体制・情報提供の充実 

１ 地域ぐるみで子どもを育てる環境づくりの推進 

２ 仕事と子育ての両立支援の推進 

 

 

 

２ 子どもを安心し

て生み育てられ

るまちづくり 

 

３ 地域全体で子ど

もと子育て家庭

を見守るまちづ

くり 

す
べ
て
の
子
ど
も
が
今
を
幸
せ
に
生
き
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち 

な
ら 

【基本方針】 

４ 様々な状況にある子どもと子育て家庭への支援の充実 

３ 学齢期の学習・体験活動の充実 

３ 子どもと子育て家庭にやさしい生活環境づくりの推進 

１ 子どもと子育て家庭の健康の確保 
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２ 各施策の現状と課題、方向性 

 

 

基本方針１ 子どもがいきいきと心豊かに育つまちづくり  

 

（１）子どもにとって大切な権利の保障  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）乳幼児の教育・保育の充実  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学齢期の学習・体験活動の充実  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 
 

方向性 
 

現状と課題 
 

方向性 
 

現状と課題 
 

方向性 
 

本市の主な事業 
 

本市の主な事業 
 

本市の主な事業 
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基本方針２ 子どもを安心して生み育てられるまちづくり 
 

（１）子どもと子育て家庭の健康の確保 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域における子育て支援の充実  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子育ての相談体制・情報提供の充実 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 

 

 

 

 

 

 

（４）様々な状況にある子どもと子育て家庭への支援の充実 ● ● ● ● ● ● ●  

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 
 

方向性 
 

現状と課題 
 

方向性 
 

現状と課題 
 

方向性 
 

現状と課題 
 

方向性 
 

本市の主な事業 
 

本市の主な事業 
 

本市の主な事業 
 

本市の主な事業 
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基本方針３ 地域全体で子どもと子育て家庭を見守るまちづくり  

 

（１）地域ぐるみで子どもを育てる環境づくりの推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

 

 

 

 

 

 

 

（２）仕事と子育ての両立支援の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子どもと子育て家庭にやさしい生活環境づくりの推進 ● ● ● ● ● ● ●  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 
 

方向性 
 

現状と課題 
 

方向性 
 

現状と課題 
 

方向性 
 

本市の主な事業 
 

本市の主な事業 
 

方向性 
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第 5章 主な事業の５年間の需給計画について 

１ 提供区域の設定 

 

 

２ 教育・保育 

 

【提供区域】 

 

 

【今後の方向性】 

 

 

【量の見込みと確保方策】● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

 

平成 27 年度 平成 28 年度 

3～5歳 3～5歳 1・2歳 0 歳 3～5 歳 3～5歳 1・2歳 0 歳 

学
校
教
育

の
み 

保
育
の
必

要
性
あ
り 

保
育
の
必

要
性
あ
り 

保
育
の
必

要
性
あ
り 

学
校
教
育

の
み 

保
育
の
必

要
性
あ
り 

保
育
の
必

要
性
あ
り 

保
育
の
必

要
性
あ
り 

①量の見込み（必要利用定員総数）         

②確保の内容 

認定こども園、幼稚園、保育所

（教育・保育施設） 
        

地域型保育事業         

②－①         
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平成 29 年度 平成 30 年度 

3～5歳 3～5歳 1・2歳 0 歳 3～5 歳 3～5歳 1・2歳 0 歳 

学

校

教

育

の
み 

保

育

の

必

要
性
あ
り 

保

育

の

必

要
性
あ
り 

保

育

の

必

要
性
あ
り 

学

校

教

育

の
み 

保

育

の

必

要
性
あ
り 

保

育

の

必

要
性
あ
り 

保

育

の

必

要
性
あ
り 

①量の見込み（必要利用定員総数）         

②確保の内容 

認定こども園、幼稚園、保育所

（教育・保育施設） 
        

地域型保育事業         

②－①         

 

 

平成 31 年度 

3～5歳 3～5歳 1・2歳 0 歳 

学

校

教

育

の
み 

保

育

の

必

要
性
あ
り 

保

育

の

必

要
性
あ
り 

保

育

の

必

要
性
あ
り 

①量の見込み（必要利用定員総数）     

②確保の内容 

認定こども園、幼稚園、保育所

（教育・保育施設） 
    

地域型保育事業     

②－①     

 

 

 

 

３ 地域子ども・子育て支援事業 

（１）延長保育事業 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

【提供区域】 

 

 

【今後の方向性】 

 

 

【量の見込みと確保方策】 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

単位：人、か所 



――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

10 

 
平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

平成 

31 年度 

①量の見込み（延べ利用者数）      

②確保 

方策 

延べ利用者数      

か所数      

 

 

（２）放課後児童健全育成事業 

 

（３）子育て短期支援事業 

 

（４）地域子育て支援拠点事業 

 

（５）一時預かり事業 

 

 

（６）病児・病後児保育事業 

 

（７）ファミリーサポートセンター事業 

 

（８）利用者支援事業 

 

（９）妊婦健康診査事業 

 

（10）乳児家庭全戸訪問事業 

 

（11）養育支援訪問事業 
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第６章 事業計画の推進体制について 
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